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発行日 令和６年５月２５日  発行 文学ミュージアム 編集 

Vol.１３１ 

 

 

２０２４年６月号 

※「★ 」・・・文学ミュージアム主催事業 

※予告なく、掲載内容の変更・または中止の場合がございます。ご了承ください。 

グリーンスタジオ及びベルホールをご利用のお客様で、ミュージアムレター

に掲載を希望される方は、文学ミュージアム事務室にて「掲載依頼書」に
必要項目を記入後、持参またはＦＡＸにてご提出ください。 
詳しい内容等については、文学ミュージアムまでお問合せください。 

・月曜日（月曜祝日の場合は翌平日休館） 
・館内整理日（毎月最終平日※ ８月と１２月は除く） 
・年末年始（１２/２８～１/４） 

【ＪＲ総武線】    本八幡駅・下総中山駅より徒歩１５分 
【都営新宿線】   本八幡駅より徒歩２０分 
【京成線】      鬼越駅より徒歩１０分 
【車】         京葉道路 京葉市川インターから５分 
            （駐車場はありますが、できるだけ公共交通機関をご利用ください） 

【コミュニティバス】 
〈北東部ルート〉 市川大野駅 ～ 現代産業科学館・メディアパーク 
〈南部ルート〉 南行徳駅、行徳駅、妙典駅 ～ 現代産業科学館・メディアパーク  

 
 

 

【  住  所  】 〒272-0015  千葉県市川市鬼高１丁目１番４号

　市川市生涯学習センタ－(中央図書館）２階

【電話/FAX】 047-320-3334/047-320-3356

【HPアドレス】 https://www.city.ichikawa.lg.jp/cul06/litera.html

＜寄贈された主な資料＞ 

 
●私市保彦/発行「逆光線 同人誌 第１９号/２０２３.Vol.

１９」 

●長谷部司/編「後期 第十七号（「前期」通算３９号）」

（「後期」の会） 

●長谷部司/編「後期 第十八号（「前期」通算４０号）」

（「後期」の会） 

●長谷部司/編「後期 第十九号（「前期」通算４１号）」

（「後期」の会） 

●私市保彦/著「賢治童話の魔術的地図―土俗と想像力」

（新曜社） 

●持田叙子/著「おとめ座の荷風」（慶應義塾大学出版会） 
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次回企画展のお知らせ 

令和６年度市川市文学ミュージアム企画展 

夢みる女性誌展 
～私たちにはいつだって 

夢と希望と雑誌があった。～ 

 

 
 

展示期間：２０２４年７月１３日（土）～９月１６日（月・祝） 

※ 観覧料、その他詳細は追ってお知らせいたします。 
 

明治、大正、昭和３０年代までに発行された女性向け雑誌を展示。 

可憐な表紙絵を通じて、当時の女性の生き方を紹介します。 

２０２４年６月１９日［水］ 
１４：００～１６：５０ ［１３：３０開場］ 

 
誰がために鐘は鳴る 

カラー・有声・字幕・１７０分 

【制作】１９４３年 アメリカ映画 

開催日 開場 開演～終演 会場

6月1日
（土）

アコーディオン　ミニコンサート（皆川） 
13:00 
13:30～15:00

8(土) ★ 水木洋子邸　一般公開日
 10:00～16:00



9(日) ★ 水木洋子邸　一般公開日
 10:00～16:00



15(土) ★
ベルホールシネマ
 ①「シンデレラ」
 ② 「裁かるゝジャンヌ」

①10:30
②13:30

①11:00～12:12
②14:00～15:20

19(水) ★
グリーンシアター
「誰がために鐘は鳴る」


13:30 
14:00～16:50

22(土) ★ 水木洋子邸　一般公開日
 10:00～16:00



23(日) ★ 水木洋子邸　一般公開日
 10:00～16:00
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上映会

ベルホールシネマ 

 

一般公開

［時間］  
１０：００～１６：００ 

〔住所〕 市川市八幡５-１７-３ 
〔最寄駅〕JR 総武線本八幡駅北口から徒歩約１５分 

６月１５日（土） 

 
① 「シンデレラ」   

アニメ・カラー７２分 

. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上映会

グリーンシアター 

 ６月１９日（水） 

 
  「誰がために鐘は鳴る」 

制作：19４３年 アメリカ映画 （カラー・有声・字幕１７０分） 

監督：サム・ウッド  

出演：ゲイリー・クーパー/イングリッド・バーグマン/エイキム・タミロフ 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

［時間］ １４：００～１６：５０ （３０分前開場）  
［会場］ ２階 グリーンスタジオ［定員］ 先着２２０名 

［時間］ ①１１：００～１２：１２ ②１４：００～１５：２０ 
（各回３０分前開場） 

［会場］ ２階 ベルホール  ［定員］ 各回先着４６名 
 

 掲載の情報は、予告なく変更する可能性があります。予めご了承ください。 

    

６月８日（土）・９日（日） 

６月２２日（土）・２３日（日） 

 

 

 

 

内乱が起こるスペイン。アメリカ人の大学講師・ロバートは、政府の軍事輸

送を阻止するための作戦に参加していた。彼は、仲間の案内で作戦を実

行する鉄橋を訪れる。そこで、ゲリラのリーダー・パブロからゲリラ隊に匿わ

れていた娘・マリアを紹介されたロバートは、一目で恋に落ちる。 

② 「裁かるゝジャンヌ」 
制作：１９２８年フランス映画 （モノクロ・無声・字幕８０分） 

監督：カール・ドライアー  

出演：ルイーズ：ルネ・ファルコネッティ/ウジェーヌ・ジルヴァン  

 

 

 

 

刊行物・グッズ購入のご案内 

文学ミュージアムでは下記の書籍やグッズを販売しております。 

 

●文学ミュージアム展覧会図録 

●文学プラザ刊行物 

●市川市の文学・美術図書 

●市川手児奈文学賞作品集 

●市史編さん刊行物 

●文学ミュージアムオリジナルグッズ 

●脚本家水木洋子グッズ 

 

 

【購入方法】 

１．市川市文学ミュージアムにてお求め下さい。 

２．郵送を希望される場合 

 （１）住所・氏名・電話番号・図書名・冊数を明記したものと図書代金 

   （定額小為替：郵便局にて販売）及び送料分の切手を同封し、 

   市川市文学ミュージアムまで郵送して下さい。到着が確認され 

次第、ご希望の図書等をゆうメールにて郵送いたします。 

（２）銀行口座への振込みによる購入をご希望の場合、お電話 

  （０４７－３２０－３３３４）にてお問合せください。 

（３）複数の図書をお求めの場合、重量や厚みにより送料が異なる場合 

がございますので、お電話（０４７－３２０－３３３４）にてお問合せく 

ださい。 

３．いちかわエコボカード交換される場合 

  いちかわエコボカード満点（１００点）につき上記のうち交換対象の 

  冊子１冊と交換できます。（ミュージアムグッズを除く） 

 

 

 

 

第２４回市川手児奈文学賞作品集 

２０２３年市川を詠む 定価５００円（税込） 

 

お問い合わせ 市川市文学ミュージアム 
 

次回企画展のお知らせ 

令和６年度市川市文学ミュージアム企画展 

夢みる女性誌展 
～私たちにはいつだって 

夢と希望と雑誌があった。～ 

 

 
 

展示期間：２０２４年７月１３日（土）～９月１６日（月・祝） 

明治、大正、昭和３０年代までに発行された女性向け雑誌を展示。 

可憐な表紙絵を通じて、当時の女性の生き方を紹介します。 

※ 観覧料、その他詳細は追ってお知らせいたします。 
 

水木洋子邸のご案内 

「ひめゆりの塔」「裸の大将」「竜馬がゆく」など、映画やドラマの脚本家

として知られる水木洋子（１９１０～２００３）は、１９４７年から八幡に住

み、数多くの名作を生み出しました。 

自宅や貴重な自筆原稿、蔵書などを含む所有財産の全てが市川市

に寄贈され、市が資料整理、顕彰事業を行っています。 

水木邸では水木の暮らしぶりを伝える生活資料を公開しています。 

 

●公開日/原則として毎月第２、４土曜日とこれに続く日曜日 

（１，２，１２月は変更する場合があります。） 

●公開時間/１０：００～１６：００ 

●アクセス/ＪＲ本八幡駅から徒歩１５分 京成八幡駅から徒歩１０分 

 ※イベントの詳細についてはホームページをご覧ください。 

 

通常展のご案内 

市川市ゆかりの文学者や映像作家、写真家など、幅広い 

ジャンルの作家の資料を展示しており、無料でご覧いただけます。 

脚本家・水木洋子、劇作家・井上ひさし、小説家・永井荷風、 

詩人・宗左近、評論家・小島貞二らの資料を中心に、市川市の 

多彩な文芸について紹介しています。 

 

イギリスの侵略からフランスを救ったジャンヌ・ダルクが処刑されるまでの

長い一日。ジャンヌの頬を流れる大きな涙、異端検察官たちの歪んだ口

もと。近写、近写、近写の連続には見るものを押しまくる迫力がある。音も

台詞もない映画を充たす緊迫感。白と黒とのコントラストにすべての表現

の力がかかっている。燃えさかる火、おののき震えながらも信念に殉ずる

ジャンヌの顔、怒れる群集のモンタージュは、不滅の場面にちがいない。 


